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海外ニ ュ ー ス パ ラ グア イ に お け る 野菜病害虫 の発生 と 防除実態
パ ラ グ ア イ は 南 ア メ リ カ の 中 心部 に 位置 し ， 人 口 約

385 万人 で あ り ， 中南米 に お い て は 開発の遅れた 内 陸国
であ る 。 農耕地 は総面積の約 3 . 2% に す ぎ ず， 広大 な開
発可能地が手 っ か ず、で残 っ て い る 。 気候的 に は亜熱帯 と
温 帯 圏 に 属 し ， 肥 沃 は テ ー ラ ロ シ ア 土 壌 (Rhodic
NitisoIs) に 恵 ま れ， 自 然豊か な 農業国であ る 。

1 野菜病害虫の発生 と 被害の現況

国 内 に お け る 野菜病害虫 の発生 は ， 日 本 に比べて平均
気温が高 く ， 野菜栽培が四季 を 問 わ ず年中可能 な こ と も
あ っ て ， 種類が多 く ， 常発す る た め被害 も 甚大であ る 。
一般 に 農民の野菜病害虫 に つ い て の知識 は低 く ， 防除方
法 も よ く 知 ら れて い な し 〉 。 も ち ろ ん， 病害虫防除技術の
マ ニ ュ ア ル も 皆無の状態であ る 。 そ の た め ， 欧米諸国等先
進国か ら 輸入 さ れ る 農薬 を ， 使用方法 も 十分理解 し得な
い ま ま ， 多量に散布す る こ と の危害 も あ っ て 問題であ る 。

主な野菜害虫 の被害 に つ い て ， 例示す る と 次の と お り
であ る 。 ト マ ト は南ア メ リ カ に お い て 最 も 需給の多 い野
菜で， 年々 生産拡大の傾向 に あ る が， 1984 年頃か ら 南ア
メ リ カ 全域 に ト マ ト ガ (Scrobipa伊ula absoluta) と い う
キ パ ガ科の害虫が大発生 し ， そ の 防除対策が緊急 を要す
る 問題 と し て 注 目 さ れ て い る 。 ま た ， ア ブ ラ ナ 科 の野
菜， 特に プ ロ ッ コ リ ー， ダイ コ ン ， ハ ク サ イ な ど に コ ナ
ガ (Plutella xylostella) が よ く 発生 し ， こ の虫 の薬剤抵抗
性の発現 も あ っ て 防除 は 困難 を 極 め て い る 。 さ ら に ， メ
ロ ン や ス イ カ の 茎 や 果 実 を 食 筈 す る メ イ ガ 科 の
DiaPhania hyalinata L. ， ジ ャ ガ イ モ の葉や塊茎 を食害す
る ジ ャ ガ イ モ ガ (Phthorimaea operculella) ， 寄主範囲 も
広 く ， 加害性の 強 い ネ コ プセ ン チ ュ ウ な ど， 野菜の難防除
害虫 に類す る も の ばか り であ る 。 ま た ， 現在 日 本では発生
が認め ら れて い な い サ ツ マ イ モ の害虫 2 種 (Ptericoptus
sp. と 乃ralidae sp. ) の被害が注 目 さ れて い る 。

野菜の病害 は， 全般 に ウ イ ル ス や細菌 に よ る 被害が多
い。 ト マ ト に つ い て み て み る と ， Tomato spotted wilt 
virus と ト マ ト の斑点細菌病の発生が顕著で， 特 に 夏季
に被害が甚大であ る 。 一般 に 被害防止 に 必要 な媒介見虫
Thrips (Thripidae) の駆除や殺菌剤散布 は ほ と ん ど行わ
れて い な し ミ 。 ま た ト マ ト の微量要素欠乏 ( ホ ウ 素欠乏) に
起因す る 病気 も 案外多 い。

2 野菜害虫の防除

野菜害虫 の 防除 は ， 生物的防除法 と 化学的防除法の 二
つ が行わ れて い る 。 化学的防除 は 主 に 市販の農薬 を購入
し て ， 表示の ラ ベ ル を 見 て使用 す る が， 農民 の 中 に は ス
ペ イ ン語 を読め な い人 も 結構多 い 。 そ の た め ， 使用農薬
の種類， 濃度， 散布量， 散布適期 な ど， 基本的な方法を
よ く 知 ら な い。 農薬の正 し い使い 方 の指導がな さ れて い
な い た め ， 農薬の人畜 に対す る 危害 な ど， 環境公害の 問
題を生 じ て い る 。

3 主要害虫の生態 と 防除

パ ラ グ ア イ に お け る 主要害虫 の 発生， 及 び生態 と 防除
に つ い て ， 次 に 述べ る 。

ト マ ト ガ : 本種 は ， 当 初 ジ ャ ガ イ モ の害虫 と し て 中央
ア メ リ カ で発見 さ れた 。 1972 年， ア メ リ カ 人 の HODEGES
ら が ト マ ト への寄生 を チ リ で発見 し た 。 現在， 南 ア メ リ
カ の ほ ぼ全域 に 分布 し て い る 。

被害の特徴 : ト マ ト の最 も 恐 る べ き 害虫 で， 難防除害
虫の筆頭 に あ た る 。 ふ化幼虫 は ト マ ト の新芽や 葉の 中 に
食入 し， 3�4 齢の比較的大 き な幼虫 は 果実 に食入す る 。
幼虫 は葉肉で果実の 柔組織 を食害す る た め ， し ば し ば収
穫皆無 の甚大 な被害 を与 え る 。

生態 : 本種 は ト マ ト で発育 ・ 繁殖す る 。 卵 は 主 に 葉 の
表面 に産み付 け ら れ る 。 幼虫 は黄緑色 を呈 し 4 齢 を 経
過 し て枯葉 の 中 や土壌中 で嫡化す る 。 パ ラ グ ア イ で は 1
世代 34�40 日 を 経過 し ， 年間 8�9 回発生す る 。

防除法 は近年， ト マ ト の 葉 に 食害 中 の 幼虫 に 対 し て ，
殺虫剤の ク ロ 1レ フ ル ア ズ ロ ン， プ ロ チ オ ホ ス ， ピ ラ ク ロ
ホ ス ， チ オ シ ク ラ ム ， Zimectrin (VERTIMEC) な ど の
散布が極 め て 有効で あ る こ と がわ か っ た 。 ま た ， 卵寄生
蜂 Trichogramma sp. の大景人工飼育が可能 に な っ た こ
と か ら ， 本虫の放飼 に よ る 生物的防除 も 期待 さ れ る 。 現
在， パ ラ グ ア イ 農業研究所 に お い て ， 天敵利用 を 中心 と
す る 総合防除技術の 開発研究が進 め ら れて い る 。

カ ミ キ リ ム シ の一種 Ptericoptus sp. : 本種 は 南 ア メ リ
カ に広 く 分布 し ， サ ツ マ イ モ の 重要筈虫 で あ る 。 防除法
は適当 な化学的防除法 は 見 当 た ら な い。 被害植物の茎や
イ モ が発生源 と な る の で， 収穫後の残浮 を焼却す る 。 連
作 を避 け る 。

メ イ ガ 科の一種 乃ralidae sp. : 本種 は サ ツ マ イ モ の
重要害虫で， サ ツ マ イ モ の ほ か に マ ン ジ ョ カ (Cassava)
に も 寄生す る 。 防除法 は カ ミ キ リ ム シ の一種 Ptericoptus
sp . の 防除法 に準ず る 。

メ イ ガ 科 の 一 種 Diaρhania hyalinata (LINNÉ ) 本種
は南 ア メ リ カ の熱帯及 び亜熱帯圏 に 分布 し ， 主 に ウ リ 科
植物 を加害す る 。 特 に カ ボ チ ャ の茎や果実 に 幼虫 が食入
し て ， 甚大な被害 を 与 え る 。 防除法 は ふ化幼虫期 ま た は
若 齢 幼 虫 期 に ， MEP 及 び DEP 乳 剤 (50% ) の 500�
1 ， 000 倍液散布が有効で あ る 。

ジ ャ ガ イ モ ガ : 本種 は ， 最初南 ア メ リ カ で発生 し， 現
在世界 に広 く 分布す る 。 幼虫 は ナ ス 科植物 に 寄生 し ， 主
に ジ ャ ガ イ モ ， タ バ コ を加害す る 。 防除法 は一般 に ジ ャ
ガ イ モ ガ に 寄生 す る 病原菌 防rus granulosis 利 用 の 防
除が行わ れて い る 。 病原菌 の 少量 を タ ル ク と 混合 し て ，
ジ ャ ガ イ モ の生育期 ま た は収穫期 に 散布 し ， 幼虫 の食害
を 防止 し て い る 。

以上， パ ラ グ ア イ に お け る 野菜病害虫の発生 と 防除の
現況 に つ い て ， 概略 を 述べた。

(JICA 派遣専門家 安 田 壮平)
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